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町の木　オンコ
（昭和47年９月29日制定）

町の花　ツツジ
（昭和47年９月29日制定）

キャッチコピー・シンボルマーク
（平成11年3月26日決定）

PRキャラクター　
「とつかわ こめぞー」
（平成27年1月25日決定）

年次
人　口

世帯数 平均家族人数
男 女 合計

H元 4,308 4,656 8,964 2,702 3.32 
H２ 4,248 4,645 8,893 2,728 3.26 
H３ 4,201 4,649 8,850 2,757 3.21 
H４ 4,111 4,561 8,672 2,744 3.16 
H５ 4,071 4,517 8,588 2,759 3.11 
H６ 4,018 4,449 8,467 2,767 3.06 
H７ 4,019 4,435 8,454 2,813 3.01 
H８ 4,014 4,426 8,440 2,863 2.95 
H９ 3,968 4,408 8,376 2,887 2.90 
H10 3,903 4,365 8,268 2,885 2.87 
H11 3,863 4,360 8,223 2,935 2.80 
H12 3,860 4,347 8,207 2,988 2.75 
H13 3,827 4,337 8,164 3,022 2.70 
H14 3,732 4,307 8,039 3,011 2.67 
H15 3,671 4,254 7,925 3,004 2.64 
H16 3,625 4,194 7,819 2,975 2.63 
H17 3,609 4,150 7,759 2,983 2.60 
H18 3,550 4,102 7,652 2,997 2.55 
H19 3,494 4,049 7,543 2,994 2.52 
H20 3,473 3,997 7,470 2,990 2.50 
H21 3,413 3,947 7,360 2,996 2.46 
H22 3,377 3,920 7,297 2,994 2.44 
H23 3,329 3,860 7,189 2,986 2.41 
H24 3,287 3,801 7,088 2,963 2.39 
H25 3,246 3,777 7,023 2,947 2.38 
H26 3,216 3,734 6,950 2,964 2.34 
H27 3,192 3,705 6,897 2,967 2.32 
H28 3,161 3,678 6,839 2,981 2.29 
H29 3,127 3,605 6,732 2,979 2.26 
H30 3,099 3,567 6,666 2,977 2.24 
R元 3,062 3,524 6,586 2,967 2.22 
R２ 3,028 3,483 6,511 2,965 2.20

町 章

町では分村してから町章として、十津川郷と同じ印を用いている。
菱形は、その鋭い形から剛健さを表し、「十」は十津川の頭文字で先は剣を型どり、
尚武の伝統を表している。
（昭和58年9月24日制定）

開町記念日
6月20日

（昭和59年12月21日制定）
私たちがしあわせで明るく豊かな町は町民こぞって健康であることです。
私たちはこの自覚に立って互いに協力し、健康増進と体力増強に努めるこ
とを誓い、ここに宣言します。

（昭和43年6月10日宣言）

健康づくりの町宣言

人口・世帯の推移 （各年3月末日現在）
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　新十津川町は、明治23年、奈良県十津川郷からの団体移住により誕生した由
緒あるまちです。時代は「平成」から「令和」へと移り変わり、新十津川町は開町し
て130年の節目を迎えました。
　平成3年3月に町史である『新十津川百年史』を発刊して30年、「平成」の出来
事やまちの歩みを『新十津川平成史』として振り返り、後世に伝え、今後のまちづく
りにつなげていくことが私たちの使命であり、責務であると考えます。
　新十津川町は歴史を重んじ、開町140年、150年と、未来に向かって更なる町政
の発展を目指し、前進していきます。

新十津川町長　熊田 義信

町長あいさつ

　わたしたちのまちは、十津川郷からの団体移住によってひ
らかれ、たくましい開拓精神と団結の力できずかれた由緒あ
る町です。
　わたしたちは、このまちの町民であることに誇りをもち、たが
いのしあわせと郷土の発展をねがい、ここに町民憲章を定め
ます。

1　自然を愛し、緑の美しいまちにしましょう
1　心とからだをきたえ、健康で明るいまちにしましょう
1　働くことに誇りをもち、ゆたかなまちにしましょう
1　きまりをよく守り、住みよいまちにしましょう
1　未来に夢をもち、子どものしあわせなまちにしましょう

（昭和45年10月12日制定）

　明治22年（1889年）８月、奈良県吉野郡十津川郷を未曾有
の豪雨が襲い、土砂災害や洪水などで死者168人を出し、村
が壊滅するほどの大惨事となった。家や田畑を失い、生活の
基盤を無くした人たちの救済策として未開墾地への集団移住
が提案され、政府や奈良県の援助も受け、600戸2,489人が
北海道への移住を決意した。
　神戸から海路で小樽に入り、鉄道と徒歩で空知太（滝川）
へ到着したのが同年11月。雪解けを待って石狩川を渡り、石
狩国樺戸郡トックへとたどり着いたのは、翌年６月のことだっ
た。「ここに新しい十津川をつくる」との思いを込め、この地を
『新十津川』と命名した。

新十津川町民憲章新十津川町の沿革

新十津川町の
プロフィール

新十津川町の位置・面積

国土地理院「平成29年全国都道府県市区町村別面積調
（調査時点：平成29年10月1日）」による

位置

東経
砂川市境界 141度54分

石狩市境界 141度29分

北緯
浦臼町境界 43度26分

雨竜町境界 43度43分

広ぼう
東西 35キロメートル

南北 30キロメートル

面積 495.47平方キロメートル

新十津川町

旭川市

札幌市


